
                                                                           

 
 

 
 
 

 
 

それぞれの夢  

昨年度、この海学年で生徒たちと共に多くの時間を過ごしてきた茂木史明教諭と瀬戸健太教諭

が、３月２４日（金）の離退任式で退任者として生徒たちに最後の挨拶をしました。そこでは詳

しいことを語ることができず、淋しさとともに「なんでやめちゃうの？」という疑問を抱いた生

徒も多くいたかと思います。そこで、２人には離退任式で語りきれなかったそれぞれの想いにつ

いて「手紙」という形で書いてもらったので、ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（裏面に記載あり） 
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～成長の記録・第２章～ 
発足 370日目（卒業まで、あと 699日） 

２学年 学年だより 

 

 

 

さてさて、今年度は 

どんな目標ができるのでしょうか？ 

海
う み

学年
のなかま

  

学年目標 

今年も一緒にいられるかな？ 

（ウェイヴィ、座右の銘） 
Saz 

海学年のみんな、こんにちは。茂木史明です。この前は突然の報告で驚かせてしまったこと、ごめん

なさい。今日は、みんなに伝えられなかった話があるので手紙にしました。離任式では、みんながして

くれた質問の話をしました。「どうして海が青いのか？」や「どうして空が青いのか？」などです。その

中にある「どうしてここまで先生を続けて来られたのか」という質問の話をしました。それは、みんな
・ ・ ・

の
・

おかげ
・ ・ ・

でした。本当に感謝しています。ありがとう。 

 でもその後、「ではどうしてやめるのか」という質問がとても多かったので答えさせてください。突然

ですが、私には夢があります。それは「子どもたちをもっともっと成長させたい！」ということです。 

 私は、教育が日本の成長にとって最も大切なもののひとつだと思っています。なぜなら、みんなが無

限の可能性を秘めているからです。これは本当のことです。その可能性を広げることに携われる「先

生」という職業はとても素敵であり、夢のある職業だと確信しています。 

 海学年のみんながこれからたくさんの仲間たちと一緒に（たとえ価値観や意見が違っても）集団生活

を送りながら、色々な教科を学び、失敗と挑戦をくり返しながら成長することが、結果的に日本の将来

を成長させることに繋がると信じています。だからこそ、そんな教育の方法や先生たちの現場を「ちょ

っとだけでも良くできる方法はなんだろう？」という問いの答えを、これまでずっと探していました。こ

の問いの答えは決して一つではありませんが、私は「IT」ではないかと考えました。少し先の未来も予

測することが難しいほど変化が大きい時代に「IT」はとても重要なのだと。これをうまく使えれば、ちょ

っぴりの幸せをたくさんの人に届けられるのではないか。そう思い、これまで私は、プログラミングの

勉強をしていました。 

 たしかに東中学校を離れることは寂しいですが、全く居なくなるわけではありませんからね。 

 では最後は理科っぽく！（笑） 

「海が青い」のは、まぶしい太陽のおかげです。太陽の中の青い光だけを吸収して青い色になります。

でも、青といっても実はいろんな青があるんです。それは海の「深さ」によって変化するんだそうです。

深い海ほど、色の濃い青になるのだそうで、とても素敵ですよね。海学年の仲間たちも、たくさんの人

と幅「広く」繋がり、たくさんの経験をして「深い」心を育ててください。いつまでも、みなさんのことを応

援しています。ではまたどこかで会いましょう！ 

茂木 史明 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２人の手紙に共通して語られていることは「夢」です。今後、この海学年で共に過ごすことが

できないことはとても淋しいことですが、きっと、茂木先生らしく、瀬戸先生らしく、それぞれ

の夢に向かってそれぞれの人生を前向きに進んでいくと思います。中学校生活最初の１年間を身

近に接した存在の中に、そういった夢を追いかけ新たな環境に飛びこんでいった人がいるのだと

いうことを、そういう人との出会いがあったということを、生徒たちには大切にしてほしいと思

っています。そして、茂木先生や瀬戸先生に負けないように、新しい学年、新しいクラスとして

始まっていくこれからの日々を精一杯過ごしてもらえたらと思います。そして、生徒たちにも人

生のどこかのタイミングで（どんなタイミングでもいいので）、それぞれの夢をもって前へと進

んでいってほしいです。 
 

 

今後の予定 

（今 週）  （来 週） 

日 曜 行事等  日 曜 行事等 

10 月 
昼食開始 （弁当給食１３日～、牛乳１７日～） 

諸活動停止 
  17 月 

４５分授業 身体計測（５ｃ） 牛乳開始 

前期学級委員任命式 諸活動停止 

11 火 
４５分授業 昼清掃 ⑥カット 

１年生仮入部開始  ２学年授業参観＆保護者会 
  18 火 

３学年全国学力・学習状況調査 

清掃カット 

12 水 
４５分授業 昼清掃 身体計測（１,２組） 

３学年授業参観＆保護者会 
  19 水 

４５分授業 証明写真撮影 清掃あり 

評議会・常任委員会 

13 木 
４５分授業 弁当給食開始 

昼清掃 １学年授業参観＆保護者会 
  20 木 

清掃なし 

14 金 
４５分授業 尿検査８：５０ 身体計測（３,４組） 

⑥避難訓練・地区別集会 
  21 金 

内科検診（男子） 清掃あり 

※「諸活動停止」は放課後の活動がすべて無しで帰り学活後に全員下校することを示します。 

   ※月間を通しての行事予定は、毎月学年で発行している「行事予定」にてご確認いただけます。 

海学年の皆さんへ 
 

こんにちは。 

離退任式のときに伝えることができませんでしたが、私はもともと高校の先生になるという目標をも

っていました。今のまま、縁あって勤めることとなった中学校で教師を続けるという選択もあった中で

悩みもしましたが、やはりもともと抱いていた自分のその夢を実現させたいと思い、東中学校を離れ

る決断をしました。 

自分の夢のために離れることに加えて、1年間という短い時間だったので、皆さんとのお別れが近

づく中、笑顔で感謝を伝えて去れるのかな…とふと考えていました。 

しかし、離退任式で自分が話し終えた後、退場した後、家に帰った後、徐々にこの東中学校で過ご

した 1年間の様々な出来事が思い出され、懐かしさとともに喪失感を覚えました。 

そこで自分は、海学年の皆さんの勉強や行事や部活に打ち込む姿が自分の原動力になっていたの

だと改めて思いました。 

中学生という季節は、毎日が楽しく幸せというわけではなく、何かに悩みながらあるいは、得体のし

れないものに押しつぶされそうになりながら、もがき苦しみながら成長していくのだと思っています。

そんな中で、寄せては返す波のように一進一退を繰り返しながらも着実に成長する海学年の皆さん

を見守ることができたことは、とても幸せでした。 

そんな皆さんとの別れは寂しいですが、自分の目標を実現するために努力したいと思います。 

最後になりますが、皆さんの活躍を期待しています。1年間、本当にありがとうございました。お元

気で。 

瀬戸健太 


